
 

 

 

１・２年生の仲間づくり遠足（10月3日） 
秋晴れの中、１・２年生の仲間づくり遠足を１０月３日（火）に実施しました。１年生は、大潟水と森

公園、２年生は、春日山・直江津方面に行きました。どの学年も、往路は徒歩です。普段から歩きなれて

いない生徒にとって、長い距離への挑戦となりました。学年ごとに行先や内容を工夫し、仲間との絆を深

める楽しい１日となりました。 

「頸城中学校区」あいさつ運動（10月１１～１３日） 
あいさつを交わす習慣を身に付けることをねらい、頸城区青少年育

成協議会との連携事業として「あいさつ運動」に取り組みました。中学

生が卒業した小学校を訪問し、児童の手本となるよう、自分たちから

「おはようございます」」とあいさつをしていました。青少年育成協議

会の皆様、学校運営協議会の皆様、PTA の皆様からも参加していただ

き、生徒の励みとなりました。あいさつ運動をきっかけにして、明るく

活気ある地域づくりに貢献しようとする意識を高めたいと思います。 

◆よさこい部 「にいがた総おどり」（9/17） 

新潟市の万代テラス会場など４会場で、よさこい部の演舞を

披露しました。夕方のフィナーレでは、県内の中学生２００名

ほどが集う合同演舞にも参加しました。 

◆新人各種大会（9/28） 

ソフトテニス部 
予選リーグ  対城北 惜敗   対柿崎 惜敗 

バレーボール部  ブロック２位  
  １回戦 対新井 勝利   2 回戦 対直江津 惜敗 

卓球部  
  予選リーグ 対妙高 惜敗   対城東 惜敗 

（野球部 雨天のため中止） 

◆上越地区中学校駅伝競走大会（10/13）  

 女子 15位  男子 24位 
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第２回 学校運営協議会（９月２９日） 

５限の学習の様子を参観していただき、その後、「教育活動の近況報告」「前期学校評価結果」をもとに

熟議を行いました。委員の皆様から上がった主な意見や感想です。 

○「くびきの祭典」では、生徒の活躍する場面を見ることができた。また、小学生や園児への関わり方がと

ても上手で、感心させられた。 

○「あいさつ運動」では、各小学校の児童が、中学生の来校を楽しみにしている。「あいさつ」は社会に出

てからも大切になる。継続した取組をしてほしい。 

○新潟県では「自転車を運転する全ての人はヘルメットを着用すること」が努力義務となったが、中学生の

登下校での通学の様子はよくできている。大人も中学生を見習ってほしい。 

○教員不足、職員の働き方、超過勤務について現状を教えてほしい。 

学校から：市内の学校と比較しても超過勤務時間は少ない。何より、元気な姿で生徒

の前に立てるよう、勤務について自己管理を行っている。 

○部活動が平日３日になったが、火・木曜日の放課後の使い方で良かった点はあるか。 

学校から：これまで、職員研修や委員会活動などを行ってきた。また１０月からは職

員打合わせの時間を定期的にもち、職員間の連携の強化を図っている。 

その他、落ち着いた授業の様子、夏季休業中の部活動への対応、アフターコロナへの対応、学力向上対

策など多岐にわたる意見交換を行いました。 

第２回 後援会役員会（１０月１３日） 

後援会役員の皆様から５限の学習の様子を参観していただき、その後、会務の中間報告や前期学校評価

結果の説明、近況報告、情報交換等を行いました。地域の皆様からお預かりしております「後援会費」に

ついて中間報告をさせていただきました。生徒の活動に対して適正に執行されているかをチェックして

いただき、併せて、生徒の活動に役立っているかについても精査いただきました。授業で使用する大型モ

ニターや吹奏楽部の楽器修繕など、今後の活動に生かしていきます。 

実りの秋、学びの秋   音楽祭10月31日（火） 
「実りの秋」とは、穀物や果実などの収穫が多くなる季節を表す言葉だそうです。

とは言うものの、夏の猛暑の影響で値段は高騰するばかりです。一方で、子どもたちの学びについてです

が、10月 13日（金）に前期の通知表を配付しました。頸城中学校では「子どもが自主的に学ぶ姿」「かか

わり合って、高め合う姿」をテーマに授業や活動を進めています。先日は、私たち職員の研修の一環とし

て、上越市教育委員会や県教育委員会（上越教育事務所）の指導主事から来校いただき、授業の様子や生

徒の学ぶ姿について指導をいただきました。「整った環境の中で生徒が落ち着いて授業に臨んでいる」「課

題に向き合い主体的に考えようとしている」など、良い評価をいただきました。またこれに伴い、わずか

ずつではあるが学力の向上が見られる部分もある、という客観的な評価もいただきました。しかし、学校

のミッションは学力向上だけではなく、人としての成長にあると思います。体育祭（５月）で見せてくれ

た絆の成果を、今度は合唱というハーモニーで表現するときです。子どもたちが主体となって学級や学年

の絆を深めた姿「音楽祭」（10月 31日）に、どうぞご期待ください。 


